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１．役場での災害対策本部設置訓練
２．一時避難所への避難する様子
３．避難所非常用公衆電話による通信訓練
４．避難者の受け入れの様子
５．段ボール衝立作りの様子
６．婦人防火クラブによる炊き出し訓練
７．火災を想定した煙中通過訓練
８．応急手当訓練の様子　　　
９．幼年消防クラブによる防火の誓い・火の用心の歌

　
昭
和
53
年
６
月
12
日
に
発
生

し
た「
宮
城
県
沖
地
震
」、
平
成

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」の
災
害
経
験

を
基
に
、
今
後
も
起
こ
り
得
る

災
害
に
備
え
る
た
め「
宮
城
県

民
総
合
防
災
の
日
」に
併
せ
て

「
６・
12
総
合
防
災
訓
練
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
湯
原
地
区・
干
蒲
地

区
を
対
象
に
、
防
災
へ
対
す
る

意
識
と
災
害
に
立
ち
向
か
う
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地

域
住
民
や
消
防
団
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
各
種
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
震
発
生
を
想
定

し
、
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
、
住

民
の
皆
さ
ん
は
指
定
さ
れ
た
避

難
場
所
に
一
次
避
難
訓
練
を
行

い
、
消
防
団
や
民
生
委
員
、
自

治
会
の
方
々
が
安
否
確
認
や
住

民
の
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
は
、
避
難
所
の
開
設
訓
練
や

避
難
者
の
受
入
訓
練
を
実
施
し
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
炊
き
出
し

訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
煙
中
通
過
訓
練
や
応

急
手
当
訓
練
に
参
加
し
た
方
か

ら
は「
前
が
全
然
見
え
ず
少
し

の
距
離
が
と
て
も
長
く
感
じ

た
」「
実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い

な
が
ら
処
置
の
流
れ
を
確
認
で

き
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
多
く
の
住
民
が
参

加
し
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の

行
動
を
再
確
認
し
た
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。
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６・12
総
合
防
災
訓
練

― 

も
し
も
に
備
え
て 

―


